
（年前） 代 紀

　　　時代概要

　　258万 第四紀 ヒト出現　氷期・間氷期
　2300万 新第三紀 古日本列島

哺乳類、魚類進化
　5000万 被子植物繁栄

　1億

哺乳類進化
恐竜繁栄～絶滅

　1.5億

有袋類、始祖鳥
被子植物

　2億 パンゲア分裂開始

恐竜出現

　2.5億
パンゲア大陸形成

　3億

爬虫類出現
昆虫類繁栄

　3.5億 シダ植物繁栄

両生類

　4億 シダ植物、種子植物

昆虫類出現
最古の陸上植物

　4.5億

三葉虫

　5億
生物大爆発

46億 地球誕生

　　　　　　　　　　　　　　　　　昆虫類の系統図　　　　（Wikipediaなどを参考に作成、目の一部は省略しています）
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昆虫類の系統関係は、現在ある姿のものだけで

なく、それらがたどってきた進化の跡である。

分類学を通し、種相互間に埋もれ隠されている

形態・生態などのなかから、過去にたどったで

あろう昆虫の姿を解きほぐすことに意義がある。
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現在、地球上の昆虫は20目７５万種 日本には２万５千種

甲虫目（コガネムシ・カブトムシ）8,700、鱗翅目（チョウ・ガ）

4,900、双翅目（ハエ・カ）3,700、膜翅目（ハチ・アリ）3,300、

半翅目（カメムシ・セミ）2,900・・・・など
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